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１ 建築物等の規制誘導の考え方 
 

（１）基本的な考え方 

区全域で良好な景観づくりを進め、第２章で述べた景観まちづくりの方針を実現してい

くため、景観法第８条に基づく景観形成基準を定めます。 

個々の建築物や工作物などは、それが立地する周辺との関係やまちなみにどのようにと

け込んでいるかに留意する必要があります。そこで、比較的規模の大きな建築物等の場合、

周辺のまちなみへの融和が重要になるので、市街地の景観特性に応じた基準を定め、これ

に沿った配慮を求めつつ、良好な景観形成を誘導していきます。 

 

 

（２）区全域における景観誘導 

良好な景観形成を図る上で必要な配慮は、その敷地の所在する地域の特性や、建築物の

種類や隣接する施設等によっても異なります。景観まちづくりの方針を実現するため、建

築等行為において配慮すべき基準や、都市のイメージを高めるための景観軸の形成に係る

基準、住宅地や商業地など市街地特性に応じた基準、景観資源の周辺で配慮すべき基準等

を定めます。 

こうした地域特性等に応じた景観形成の基準を定め、建築物などの建築等を行う建て主

や事業者等にはこれらの基準への適合を求めます。 

 

 

 

 

第３章 建築物等の規制誘導（建築物等の景観形成への配慮） 
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２ 届出対象行為 
 

次の表に示す建築物の建築等行為を行う場合は、景観法第 16 条第１項に基づき区への

届出（注 1、2、3）が必要です。 

 

表 届出の対象とする行為と規模 

行為の種別 対象となる規模 

建築物の建築等 

・建築物の新築、増築、改築

若しくは移転 

・外観を変更することとなる

修繕若しくは模様替又は色

彩の変更（注 4、5） 

○以下のいずれかに該当するもの 

①高さ 10ｍ以上または延べ面積 500 ㎡以上 

②敷地面積 500 ㎡以上 

工作物の建設等 

・工作物の新設、増築、改築

若しくは移転 

・外観を変更することとなる

修繕若しくは模様替又は色

彩の変更（注 4、5） 

○次に掲げる高さ10ｍ以上または築造面積500㎡以上となる工作物

・煙突、鉄柱、広告塔、広告板、装飾塔、記念塔、物見塔その他こ

れらに類するもの（注 6） 

・昇降機、ウォーターシュート、コースター、高架の遊戯施設や原

動機を使用する回転遊戯施設その他これらに類するもの 

・製造施設、貯蔵施設、自動車車庫（建築物であるものを除く）そ

の他これらに類するもの 

開発行為 

（都市計画法第４条第 12 項

に規定する開発行為） 

○開発区域面積 1,000 ㎡以上 

(注 1)：国の機関または地方公共団体が行う行為については、通知となる（景観法第 16 条第５項） 

(注 2)：都市計画法に基づく都市計画の決定手続きを経て行う行為については適用除外 

(注 3)：仮設建築物の建築などの通常の管理行為や軽易な行為などは適用除外（景観法第 16 条第７項） 

(注 4)：当該修繕等の対象となる面積が、各立面の面積の３分の１以下の場合は除く 

(注 5)：外壁や屋根の張り替え、塗装の塗り替え、従前と同色での塗り替えを含む 

(注 6)：架空電線路用並びに電気事業法第２条第１項第 10 号に規定する電気事業者および同項第 12 号に規定する卸

供給事業者の保安通信設備用のもの（よう壁を含む）並びに電気通信事業法第２条第５項に規定する電気通

信事業者の電気通信用のものを除く 
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３ 景観まちづくりの方針と基準（行為の制限） 
 

（１）景観形成基準の構成 

区全域（景観法第８条第２項第１号に規定する景観計画の区域を区全域と定めていま

す）における景観まちづくりの方針を踏まえ、区を次頁に示すように景観構造や市街地の

特性に応じて区域区分し、区域ごとの景観まちづくりの方針、および建築物の建築や開発

等届出対象行為に係る景観形成基準を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）大規模建築物の事前協議 

次に示す大規模な建築物は、周辺の景観に与える影響が大きいことから、練馬区景観条

例（平成 23 年３月練馬区条例第 10 号。以下「練馬区景観条例」という。）（※）に基づき、

景観法の届出に先立ち事前の協議を義務づけます。 

 

○対象区域：練馬区全域 

○対象行為：建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替または色彩の変更 

○対象規模：高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上 

 

ただし、次に掲げる制度を活用して建築または計画される建築物で、東京都が東京都景

観条例第 20 条に基づく事前協議を行うものは除きます。 

①都市計画法第８条第１項第３号の高度利用地区（市街地再開発事業を伴うものに限

る） 

②都市計画法第 12 条第１項第４号の市街地再開発事業 

③都市計画法第 12 条の５第３項の再開発等促進区を定める地区計画  など 

 

 

 

区域別景観まちづくり

の方針 

軸やゾーンで区域を区分し、区域ごとの方針を

定めます。第２章の景観まちづくりの方針を踏

まえて、より良い景観形成を誘導するための方

針です（景観法第８条第３項に規定される方

針）。 

 

行為別の景観形成基準 

建築物の建築や工作物の建設等の行為別に、規

模や形態意匠などの項目ごとに示す具体的な

基準です（景観法第８条第２項第２号に規定さ

れる基準）。 



46 

表 区域区分の考え方 

区域 区域の設定 

石神井川景観軸 景観軸に位置づけた石神井川において、河川区域境界から 30ｍの範囲に位置

するもの 

白子川景観軸 景観軸に位置づけた白子川において、河川区域境界から 30ｍの範囲に位置す

るもの 

田柄川緑道景観軸 景観軸に位置づけた田柄川緑道において、緑道境界から 30ｍの範囲に位置す

るもの 

幹線道路の景観軸 景観軸に位置づけた、笹目通り、目白通り、千川通り、川越街道、青梅街道、

新青梅街道、環七通り、環八通り、富士街道、大泉学園通り各道路境界から

30ｍの範囲に位置するもの 

ゆとりある住まい景

観ゾーン 

低層住宅地を主とした区域（注 1） 

街なか住まい景観ゾ

ーン 

中高層の住宅団地や、道路基盤の整った中高層住宅を主とした区域（注 2）

にぎわい景観ゾーン 商業施設等が集積する商業地域を主とした区域（注 3） 

(注 1)：対象となる区域は、原則、第一種低層住居専用地域（指定容積率（※）200％未満）、および当該用途地域

（※）に囲まれた沿道型用途地域（住居系、商業系用途地域）指定区域とする。 
(注 2)：対象となる区域は、原則、（注１）に示す以外の住居系、商業系、工業系用途地域で指定容積率 200％以上

の区域とする。 

(注 3）：対象となる区域は、原則、商業地域で指定容積率 400％以上の区域（これに隣接する指定容積率 300％の区

域を一部含む）とする。 

(注 4)：２つ以上の区域にまたがる場合は、計画対象敷地において最も大きい面積を占める区域の方針と基準を適

用。ただし、軸とゾーンが重複する場合は、原則景観軸の方針と基準を優先する。 

(注 5)：「景観まちづくり地区」（第４章（72 頁以降参照））に計画対象敷地がある場合は、地区ごとに定める方針

と基準を適用する。 

図 区域区分 

（注）参考資料（図面集）-8 を参照して下さい
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（３）石神井川景観軸 

区内を横断して流れる石神井川は、都市の中の貴重な自然環境であり、一部緩傾斜護

岸の整備が実施されているなど、区民の憩いの場として親しまれています。 

 

①景観まちづくりの方針 

ア）みどりを活かした心地よい安らぎのある景観の形成 

・石神井川の景観に融和し、自然になじむ開放的なまちなみの景観を形成します。 

・石神井川沿いの建築物等については、対岸や橋梁からの眺めに配慮し、形態意匠や色

彩等の誘導や、河川側での敷地内緑化の推進など、ゆとりと潤いのある景観を形成し

ます。 

・水辺への見通しや水辺と一体となったオープンスペースの確保、水辺に面する場所で

の樹木の植栽等により、水辺空間を引き立てる景観を形成します。 

・建築物や外構（※）、空地、設備、広告物など敷地内の諸施設を一体的にデザインし、

全体でバランスのとれた敷地利用および外観とします。 

・建築物等の配置や形態意匠、敷地内のオープンスペースなどが隣接地との連続性を保

つようにし、河川の連続性と一体感の感じられる景観を形成します。 

 

イ）自然や歴史文化の資源を活かした都市の魅力づくり 

・三宝寺や長命寺など、豊かな歴史的な景観資源を活かし、河川とみどりや散策路での

ネットワークを形成するなど、地域の歴史文化を体感し、楽しく巡ることができる景

観を形成します。 

・文化財や寺社、農地、屋敷林など周辺に点在する景観資源が引き立つように配慮しま

す。これらに隣接する場合は、緑化による修景などの工夫を行い、景観資源を引き立

てるように努めます。 

・河川周辺においては、河川によって形成された斜面地など特徴的な地形を活かし、豊

かな自然と調和した景観を形成します。 

 

図 対象区域 
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②届出対象行為（44 頁）別の景観形成基準 

 

ア）建築物の建築等（高さ 15ｍ未満または延べ面積 3,000 ㎡未満）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□河川に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象とならないよ
うにする。 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。 

外構等 

□河川などの公共空間からみて緑豊かな外観となるよう、敷地内緑化に努める。
□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 

イ）建築物の建築等【大規模建築物】（高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上）に係る景観形成基

準 

項目 景観形成基準 

配置 

□河川や河川沿いの公共空間と連続した空地の確保など、公共空間との関係に配
慮した配置とする。 

□敷地が河川に接する場合は、水域側に空地を設け、圧迫感を軽減するような配
置とする。 

□壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺のまちなみに配慮した
配置とする。 

□橋梁や対岸等からの眺めを考慮し、河川にも建築物の顔を向けた配置となるよ
うに努める。 

□敷地内や周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらを活
かした配置とする。 

高さ・規模 

□周辺のまちなみとの調和に配慮し、著しく突出した高さの建築物は避ける。 
□河川沿いや橋梁、公園などの公共空間からの見え方に配慮し、圧迫感、威圧感
を軽減するように努める。 

形態・意匠 

□形態・意匠は建築物全体のバランスだけでなく、河川に面する隣接地との連続
性が保たれるよう工夫する。 

□河川に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象にならないよ
うにする。 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁の素材は、反射光の生じる光沢があるものは極力避ける。 
□屋根・屋上に設備等がある場合は、建築物と一体となるよう意匠や配置を検討
し、次のような工夫により、周囲からの見え方に配慮する。 
・道路から直接見えない位置に配置する 
・ルーバーや緑化による修景などを行う 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。やむを得ず道路に面する場合は、緑化などにより修景す
る。 

公開空地（※） 

外構等（※） 

□河川側に面する場所では、隣接する空地との連続性を確保する。 
□道路等公共空間に面する部分の緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋
上や壁面の緑化を積極的に行う。 

□緑化にあたっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、
植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 

□塀や柵を設置する場合は、できる限り生垣とする。 
□周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の住環境や自然環境への影響に
配慮した照明を行う。 

□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 
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ウ）工作物の建設等（高さ 10ｍ以上または築造面積 500 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

配置、外構等 
□敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。 

□斜面地への設置は極力避ける。 

規模 

□周辺のまちなみから突出しないように努める。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないようにす

る。 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、周辺の景観と調和した形態・意

匠とする。 

 

 

エ）開発行為（開発区域面積 1,000 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

土地利用 

□事業地内の将来的な景観まちづくりのイメージを意識した計画とする。 
□事業地内に、歴史的な遺構や残すべき資源がある場合は、その周辺を公園等の
空地に取り込んだ計画とする。 

□区画割によって不整形な土地が生じる場合には、そのままにするのではなく、
緑地や小広場として活用するなど、地域の良好な景観の形成を図る。 

□大規模開発などで電線類を整備する場合は、目立たない場所に設置するなどの

工夫をする。 

造成等 

□大幅な地形の改変を避け、長大なよう壁や法面などが生じないようにする。 

□よう壁や法面は、圧迫感の軽減を図るため、前面に植栽を施す、または法面を

緑化するなどの工夫をする。 

緑化 

□造成後の事業地は、緑化を行うなどの措置を行い、事業地内外の緑が、周辺の
公園、緑地等や散策路と一体となる緑のネットワークが形成できる計画とする。

□緑化にあたっては、周辺の環境に適した樹種等による緑化を行う。 
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（４）白子川景観軸 

区西部を流れる白子川周辺は、湧水や斜面緑地など豊かな自然環境に恵まれています。

また、一部では親水護岸の整備なども進められています。 

 

①景観まちづくりの方針 

ア）豊かな自然環境を守り活かした潤いのある景観の形成 

・白子川の景観に融和し、自然になじむ潤い豊かなまちなみの景観を形成します。 

・白子川沿いの建築物等については、対岸や橋梁、斜面地からの眺めに配慮します。建

築物の形態意匠や色彩等の誘導や、河川側での敷地内緑化の推進など、ゆとりと潤い

のある景観を形成します。 

・建築物や外構、空地、設備、広告物など敷地内の諸施設を一体的にデザインし、全体

でバランスのとれた敷地利用および外観とします。 

・建築物等の配置や形態意匠、敷地内のオープンスペースなどが隣接地との連続性を保

つようにし、河川の連続性と一体感の感じられる景観を形成します。 

 

イ）農やみどりと調和した落ち着きのある景観の形成 

・白子川周辺においては、水辺や湧水、斜面緑地等の地形的な特徴や樹林地等を活かし、

豊かな自然と調和したまちなみ景観を形成します。 

・河川の水辺とともに、湧水や斜面緑地、周辺の農地や樹林地などを活かし、オープン

スペースやみどりの確保に努め、多様な自然を身近に感じられる落ち着きのある景観

を形成します。 

 

図 対象区域 
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②届出対象行為（44 頁）別の景観形成基準 

 

ア）建築物の建築等（高さ 15ｍ未満または延べ面積 3,000 ㎡未満）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□河川に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象とならないよ
うにする。 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する 

外構等 

□河川などの公共空間からみて緑豊かな外観となるよう、敷地内緑化に努める 
□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 

イ）建築物の建築等【大規模建築物】（高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上）に係る景観形成基

準 

項目 景観形成基準 

配置 

□河川や河川沿いの公共空間と連続した空地の確保など、公共空間との関係に配
慮した配置とする。 

□敷地が河川に接する場合は、水域側に空地を設け、圧迫感を軽減するような配
置とする。 

□壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺のまちなみに配慮した
配置とする。 

□橋梁や対岸等からの眺めを考慮し、河川にも建築物の顔を向けた配置となるよ
うに努める。 

□敷地内や周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらを活
かした配置とする。 

高さ・規模 

□周辺のまちなみとの調和に配慮し、著しく突出した高さの建築物は避ける。 
□河川沿いや橋梁、公園などの公共空間からの見え方に配慮し、圧迫感、威圧感
を軽減するように努める。 

形態・意匠 

□形態・意匠は建築物全体のバランスだけでなく、河川に面する隣接地との連続
性が保たれるよう工夫する。 

□河川に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象にならないよ
うにする。 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁の素材は、反射光の生じる光沢があるものは極力避ける。 
□屋根・屋上に設備等がある場合は、建築物と一体となるよう意匠や配置を検討
し、次のような工夫により、周囲からの見え方に配慮する。 
・道路から直接見えない位置に配置する 
・ルーバーや緑化による修景などを行う 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。やむを得ず道路に面する場合は、緑化などにより修景す
る。 

公開空地 

外構等 

□河川側に面する場所では、隣接する空地との連続性を確保する。 
□道路等公共空間に面する部分の緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋
上や壁面の緑化を積極的に行う。 

□緑化にあたっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、
植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 

□塀や柵を設置する場合は、できる限り生垣とする。 
□周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の住環境や自然環境への影響に
配慮した照明を行う。 

□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 
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ウ）工作物の建設等（高さ 10ｍ以上または築造面積 500 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

配置、外構等 
□敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。 

□斜面地への設置は極力避ける。 

規模 

□周辺のまちなみから突出しないように努める。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないようにす

る。 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、周辺の景観と調和した形態・意

匠とする。 

 

 

エ）開発行為（開発区域面積 1,000 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

土地利用 

□事業地内の将来的な景観まちづくりのイメージを意識した計画とする。 
□事業地内に、歴史的な遺構や残すべき資源がある場合は、その周辺を公園等の
空地に取り込んだ計画とする。 

□区画割によって不整形な土地が生じる場合には、そのままにするのではなく、
緑地や小広場として活用するなど、地域の良好な景観の形成を図る。 

□大規模開発などで電線類を整備する場合は、目立たない場所に設置するなどの

工夫をする。 

造成等 

□大幅な地形の改変を避け、長大なよう壁や法面などが生じないようにする。 

□よう壁や法面は、圧迫感の軽減を図るため、前面に植栽を施す、または法面を

緑化するなどの工夫をする。 

緑化 

□造成後の事業地は、緑化を行うなどの措置を行い、事業地内外の緑が、周辺の
公園、緑地等や散策路と一体となる緑のネットワークが形成できる計画とする。

□緑化にあたっては、周辺の環境に適した樹種等による緑化を行う。 
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（５）田柄川緑道景観軸 

かつての自然河川であった田柄川は、現在一部が緑道として整備されており、橋跡の

名称板が設置されているなど、地域の成り立ちを偲ぶことができる、貴重な歴史的景観

資源です。 

 

①景観まちづくりの方針 

ア）豊かなみどりの連なるゆとりと潤いのある景観の形成 

・緑地の維持管理を行い、地域のシンボルとして良好な景観を保全、維持します。 

・田柄川緑道の景観に融和し、みどり豊かで自然になじむまちなみの景観を形成します。 

・田柄川緑道周辺においては、緑道と連続するよう敷地内緑化の推進を図るなど、ゆと

りと潤いのある景観を形成します。 

・沿道の建築物や広告物等の規模や配置、形態意匠の誘導などにより、みどりに恵まれ

た道路を心地よく散策できる景観を形成します。 

・建築物や外構、空地、設備、広告物など敷地内の諸施設を一体的にデザインし、全体

でバランスのとれた敷地利用および外観とします。 

・建築物等の配置や形態意匠、敷地内のオープンスペースなどが隣接地との連続性を保

つようにし、緑道の連続性と一体感の感じられる景観を形成します。 

 

イ）歴史や文化の感じられる趣きのある景観の形成 

・橋跡の名称板などの歴史的な景観資源を保全するとともに、沿道の建築物の意匠、色

彩、緑化等に配慮し、往時の姿が偲ばれる、落ち着きのある景観を形成します。 

・文化財や寺社、農地、屋敷林など周辺に点在する景観資源を活かす配置、規模とし、

これらに隣接する場合は、緑化による修景などによる工夫を行い、景観資源を引き立

てるように努めます。 

 

 

図 対象区域 
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②届出対象行為（44 頁）別の景観形成基準 

 

ア）建築物の建築等（高さ 15ｍ未満または延べ面積 3,000 ㎡未満）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□緑道に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象とならないよ
うにする。 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。 

外構等 

□緑道などの公共空間からみて緑豊かな外観となるよう、敷地内緑化に努める。
□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 

イ）建築物の建築等【大規模建築物】（高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上）に係る景観形成基

準 

項目 景観形成基準 

配置 

□緑道と連続した空地の確保など、公共空間との関係に配慮した配置とする。 
□敷地が緑道に接する場合は、緑道側に空地を設け、圧迫感を軽減するような配
置とする。 

□壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺のまちなみに配慮した
配置とする。 

□緑道からの眺めを考慮し、緑道にも建築物の顔を向けた配置となるように努め
る。 

□敷地内や周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらを活

かした配置とする。 

高さ・規模 

□周辺のまちなみとの調和に配慮し、著しく突出した高さの建築物は避ける。 
□緑道などの公共空間からの見え方に配慮し、圧迫感、威圧感を軽減するように
努める。 

形態・意匠 

□形態・意匠は建築物全体のバランスだけでなく、緑道に面する隣接地との連続
性が保たれるよう工夫する。 

□緑道に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象にならないよ
うにする。 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁の素材は、反射光の生じる光沢があるものは極力避ける。 
□屋根・屋上に設備等がある場合は、建築物と一体となるよう意匠や配置を検討
し、次のような工夫により、周囲からの見え方に配慮する。 
・道路から直接見えない位置に配置する 
・ルーバーや緑化による修景などを行う 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立

たないよう工夫する。やむを得ず道路に面する場合は、緑化などにより修景す

る。 

公開空地 

外構等 

□緑道に面する場所では、隣接する空地との連続性を確保する。 
□緑道等公共空間に面する部分の緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋
上や壁面の緑化を積極的に行う。 

□緑化にあたっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、
植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 

□塀や柵を設置する場合は、できる限り生垣とする。 
□周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の住環境や自然環境への影響に
配慮した照明を行う。 

□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や

素材とする。 
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ウ）工作物の建設等（高さ 10ｍ以上または築造面積 500 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

配置、外構等 □敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。 

規模 

□周辺のまちなみから突出しないように努める。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないようにす

る。 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、周辺の景観と調和した形態・意

匠とする。 

 

 

エ）開発行為（開発区域面積 1,000 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

土地利用 

□事業地内の将来的な景観まちづくりのイメージを意識した計画とする。 
□事業地内に、歴史的な遺構や残すべき資源がある場合は、その周辺を公園等の
空地に取り込んだ計画とする。 

□区画割によって不整形な土地が生じる場合には、そのままにするのではなく、
緑地や小広場として活用するなど、地域の良好な景観の形成を図る。 

□大規模開発などで電線類を整備する場合は、目立たない場所に設置するなどの

工夫をする。 

造成等 

□大幅な地形の改変を避け、長大なよう壁や法面などが生じないようにする。 

□よう壁や法面は、圧迫感の軽減を図るため、前面に植栽を施す、または法面を

緑化するなどの工夫をする。 

緑化 

□造成後の事業地は、緑化を行うなどの措置を行い、事業地内外の緑が、周辺の
公園、緑地等や散策路と一体となる緑のネットワークが形成できる計画とする。

□緑化にあたっては、周辺の環境に適した樹種等による緑化を行う。 
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（６）幹線道路の景観軸 

都市や地域を結ぶ幹線道路の景観は、安全で快適な道路機能の向上とともに、道路と

沿道とが一体となった空間としての質的向上を図ることが大切です。また、区民の交流

の場となる道として、都市的な眺めの続く、秩序と連続性の感じられる軸として美しい

道路景観を形成します。 

 

①景観まちづくりの方針 

ア）秩序が感じられる風格ある沿道景観の形成 

・沿道の建築物や屋外広告物などの配置や形態意匠など、隣接地との連続性に配慮し、

にぎわいの中にも一定の調和が感じられる風格のある沿道景観を形成します。 

・沿道の宅地において、接道部への緑化やオープンスペースの確保など、みどり豊かで

ゆとりのあるまちなみの景観を形成します。 

・建築物や外構、空地、設備、広告物など敷地内の諸施設を一体的にデザインし、全体

でバランスのとれた敷地利用および外観とします。 

 

イ）周辺環境と調和した沿道景観の形成 

・幹線道路の後背に位置する低層住宅地の景観との調和に配慮し、建築物等の配置や規

模、形態意匠の誘導、敷地内緑化の推進などにより、周辺の落ち着いた住宅地の景観

を形成します。 

・周辺の農地や屋敷林などのみどりとの調和に配慮し、これらと連続するよう敷地内緑

化を推進します。また、建築物等の配置や規模、形態意匠を誘導し、みどりへの眺望

を確保するなど、みどりを印象づける景観を形成します。 

・文化財や寺社、農地、屋敷林など周辺に点在する景観資源を活かす配置、規模とし、

これらに隣接する場合は、緑化による修景などによる工夫を行い、景観資源を引き立

てるように努めます。 

 

図 対象区域 
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②届出対象行為（44 頁）別の景観形成基準 

 

ア）建築物の建築等（高さ 15ｍ未満または延べ面積 3,000 ㎡未満）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□幹線道路に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象とならな
いようにする。 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。 

外構等 

□道路などの公共空間からみて緑豊かな外観となるよう、敷地内緑化に努める。
□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 

イ）建築物の建築等【大規模建築物】（高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上）に係る景観形成基

準 

項目 景観形成基準 

配置 

□幹線道路と連続した空地の確保など、公共空間との関係に配慮した配置とする。
□壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺のまちなみに配慮した
配置とする。 

□敷地内や周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらを活
かした配置とする。 

□隣接する建築物の壁面の位置等を考慮する。 

高さ・規模 
□周辺のまちなみとの調和に配慮し、著しく突出した高さの建築物は避ける。 
□道路空間に対する圧迫感、威圧感を軽減するように努める。 

形態・意匠 

□形態・意匠は建築物自体のバランスだけでなく、幹線道路に面する隣接地との
連続性が保たれるよう工夫する。 

□幹線道路に面する外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象にならな
いようにする。 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁の素材は、反射光の生じる光沢があるものは極力避ける。 
□屋根・屋上に設備等がある場合は、建築物と一体となるよう意匠や配置を検討
し、次のような工夫により、周囲からの見え方に配慮する。 
・道路から直接見えない位置に配置する 
・ルーバーや緑化による修景などを行う 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立

たないよう工夫する。やむを得ず道路に面する場合は、緑化などにより修景す

る。 

公開空地 

外構等 

□隣接する空地との連続性を確保する。 
□道路に面する部分の緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋上や壁面の
緑化を積極的に行う。 

□主要な交差点では、街角広場やシンボルとなる樹木等の植栽など、街角を印象
づけるように努める。 

□緑化にあたっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、
植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 

□塀や柵を設置する場合は、できる限り生垣とする。 
□周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の景観に応じた照明を行う。 

□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や

素材とする。 
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ウ）工作物の建設等（高さ 10ｍ以上または築造面積 500 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

配置、外構等 □敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。 

規模 

□周辺のまちなみから突出しないように努める。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないようにす

る。 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、周辺の景観と調和した形態・意

匠とする。 

 

 

エ）開発行為（開発区域面積 1,000 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

土地利用 

□事業地内の将来的な景観まちづくりのイメージを意識した計画とする。 
□事業地内に、歴史的な遺構や残すべき資源がある場合は、その周辺を公園等の
空地に取り込んだ計画とする。 

□区画割によって不整形な土地が生じる場合には、そのままにするのではなく、
緑地や小広場として活用するなど、地域の良好な景観の形成を図る。 

□大規模開発などで電線類を整備する場合は、目立たない場所に設置するなどの

工夫をする。 

造成等 

□大幅な地形の改変を避け、長大なよう壁や法面などが生じないようにする。 

□よう壁や法面は、圧迫感の軽減を図るため、前面に植栽を施す、または法面を

緑化するなどの工夫をする。 

緑化 

□造成後の事業地は、緑化を行うなどの措置を行い、事業地内外の緑が、周辺の
公園、緑地等や散策路と一体となる緑のネットワークが形成できる計画とする。

□緑化にあたっては、周辺の環境に適した樹種等による緑化を行う。 
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（７）ゆとりある住まい景観ゾーン 

住宅市街地の大半を戸建て住宅を中心とした低層の住宅地が占めており、区内に点在

する農地や公園、敷地内の緑地などによって、みどりに囲まれたゆとりのあるまちなみ

の景観が形成されています。 

 

①景観まちづくりの方針 

ア）みどり豊かでゆとりある景観の形成 

・２階建てを中心とした戸建ての住宅を基本としたまちなみに、建築物の配置や形態意

匠、色彩などを配慮して、ゆとりの感じられる住宅地景観を形成します。 

・道路から宅地内のみどりが眺められるよう、敷地内緑化や高木等の植栽、建築物等の

配置や規模に配慮するなど、みどりに囲まれた住宅地の景観を形成します。 

・広い幅員の道路沿いにおける建築物等については、周辺の低層住宅との調和に配慮し、

低層側へのオープンスペースを配置するなどとし、ゆとりの感じられるような配置や、

形態等に配慮します。 

 

イ）まちなみの統一感や地域の個性の感じられる景観の形成 

・建築物や外構、空地、設備など敷地内の諸施設を一体的にデザインし、全体でバラン

スのとれた敷地利用および外観とします。そして、まちなみとしての統一感に加えて、

それぞれの個性が感じられる景観を形成します。 

・まちなみから突出した規模や形態意匠は控えるとともに、道路側での植栽に努めるな

ど、歩行者が心地よく感じられる景観を形成します。 

・文化財や寺社、農地、屋敷林など周辺に点在する景観資源を活かす配置、規模としま

す。これらに隣接する場合は、緑化による修景などによる工夫を行い、景観資源を際

立たせるように努めます。 

 

図 対象区域 
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②届出対象行為（44 頁）別の景観形成基準 

 

ア）建築物の建築等（高さ 15ｍ未満または延べ面積 3,000 ㎡未満）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁は、周辺のまちなみへの圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象となら
ないようにする。 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。 

外構等 

□道路などの公共空間からみて緑豊かな外観となるよう、敷地内緑化に努める。
□低層部が商業系用途の場合、できる限り敷地内緑化に努める。 
□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 

イ）建築物の建築等【大規模建築物】（高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上）に係る景観形成基

準 

項目 景観形成基準 

配置 

□道路などの公共空間と連続した空地の確保など、公共空間との関係に配慮した
配置とする。 

□壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺のまちなみに配慮した
配置とする。 

□敷地内や周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらを活
かした配置とする。 

□隣接する建築物の壁面の位置等を考慮する。 

高さ・規模 
□周辺のまちなみとの調和に配慮し、著しく突出した高さの建築物は避ける。 
□道路空間に対する圧迫感、威圧感を軽減するように努める。 

形態・意匠 

□形態・意匠は建築物全体のバランスだけでなく周辺建築物等との調和を図る。
□外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象にならないようにする。 
□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁の素材は、反射光の生じる光沢があるものは極力避ける。 
□屋根・屋上に設備等がある場合は、建築物と一体となるよう意匠や配置を検討
し、次のような工夫により、周囲からの見え方に配慮する。 
・道路から直接見えない位置に配置する 
・ルーバーや緑化による修景などを行う 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立

たないよう工夫する。やむを得ず道路に面する場合は、緑化などにより修景す

る。 

公開空地 

外構等 

□隣接する空地との連続性を確保する。 
□道路等公共空間に面する部分の緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋
上や壁面の緑化を積極的に行う。 

□緑化にあたっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、
植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 

□塀や柵を設置する場合は、できる限り生垣とする。 
□周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の景観に応じた照明を行う。 

□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や

素材とする。 
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ウ）工作物の建設等（高さ 10ｍ以上または築造面積 500 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

配置、外構等 □敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。 

規模 

□周辺のまちなみから突出しないように努める。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないようにす

る。 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、周辺の景観と調和した形態・意

匠とする。 

 

 

エ）開発行為（開発区域面積 1,000 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

土地利用 

□事業地内の将来的な景観まちづくりのイメージを意識した計画とする。 
□事業地内に、歴史的な遺構や残すべき資源がある場合は、その周辺を公園等の
空地に取り込んだ計画とする。 

□区画割によって不整形な土地が生じる場合には、そのままにするのではなく、
緑地や小広場として活用するなど、地域の良好な景観の形成を図る。 

□大規模開発などで電線類を整備する場合は、目立たない場所に設置するなどの

工夫をする。 

造成等 

□大幅な地形の改変を避け、長大なよう壁や法面などが生じないようにする。 

□よう壁や法面は、圧迫感の軽減を図るため、前面に植栽を施す、または法面を

緑化するなどの工夫をする。 

緑化 

□造成後の事業地は、緑化を行うなどの措置を行い、事業地内外の緑が、周辺の
公園、緑地等や散策路と一体となる緑のネットワークが形成できる計画とする。

□緑化にあたっては、周辺の環境に適した樹種等による緑化を行う。 
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（８）街なか住まい景観ゾーン 

鉄道各駅周辺や区東部の基盤整備が行われた地区には、中高層住宅が集積する住宅市

街地が形成されています。また、光が丘住宅団地をはじめ石神井川周辺などには整備さ

れた集合住宅団地があり、豊かな公園緑地が整備された調和のあるまちなみを形成して

います。 

 

①景観まちづくりの方針 

ア）潤いとやすらぎの感じられる景観の形成 

・道路に面する部分でのオープンスペースの確保や植樹など、集合住宅地内の緑化を図

り、大規模な建築物による周辺への圧迫感の軽減を図ります。 

・道路基盤が整備された整然としたまちなみを保全するとともに、見通しのきいた道路

の景観を阻害しないよう建築物の高さや配置、形態意匠などに配慮し、落ち着きのあ

るまちなみ景観を形成します。 

・建築物や外構、空地、設備、広告物など敷地内の諸施設を一体的にデザインし、全体

でバランスのとれた敷地利用および外観とします。 

・建築物等の高さや配置、形態意匠など、周囲からの眺めに配慮し、周辺のまちなみと

の一体感が感じられる住宅地の景観を形成します。 

・建築物の壁面位置や低層部の形態意匠などを隣接地と揃えるなど、まちなみの統一感

や歩行者空間に配慮した連続性の感じられるゆとりある景観を形成します。 

 

イ）景観資源を保全、活用した景観の形成 

・文化財や寺社、農地、屋敷林など周辺に点在する景観資源を活かす配置、規模とし、

これらに隣接する場合は、緑化による修景などによる工夫を行い、景観資源を引き立

てるように努めます。 

 

図 対象区域 
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②届出対象行為（44 頁）別の景観形成基準 

 

ア）建築物の建築等（高さ 15ｍ未満または延べ面積 3,000 ㎡未満）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁は、周辺のまちなみへの圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象となら
ないようにする。 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。 

外構等 

□道路などの公共空間からみて緑豊かな外観となるよう、敷地内緑化に努める。
□低層部が商業系用途の場合、できる限り敷地内緑化に努める。 
□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 

イ）建築物の建築等【大規模建築物】（高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上）に係る景観形成基

準 

項目 景観形成基準 

配置 

□道路などの公共空間と連続した空地の確保など、公共空間との関係に配慮した
配置とする。 

□壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺のまちなみに配慮した
配置とする。 

□敷地内や周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらを活
かした配置とする。 

□隣接する建築物の壁面の位置等を考慮する。 

高さ・規模 
□周辺のまちなみとの調和に配慮し、著しく突出した高さの建築物は避ける。 
□道路空間に対する圧迫感、威圧感を軽減するように努める。 

形態・意匠 

□形態・意匠は建築物全体のバランスだけでなく周辺建築物等との調和を図る。
□外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象にならないようにする。 
□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁の素材は、反射光の生じる光沢があるものは極力避ける。 
□屋根・屋上に設備等がある場合は、建築物と一体となるよう意匠や配置を検討
し、次のような工夫により、周囲からの見え方に配慮する。 
・道路から直接見えない位置に配置する 
・ルーバーや緑化による修景などを行う 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立

たないよう工夫する。やむを得ず道路に面する場合は、緑化などにより修景す

る。 

公開空地 

外構等 

□隣接する空地との連続性を確保する。 
□道路等公共空間に面する部分の緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋
上や壁面の緑化を積極的に行う。 

□緑化にあたっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、
植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 

□塀や柵を設置する場合は、できる限り生垣とする。 
□周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の景観に応じた照明を行う。 

□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や

素材とする。 
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ウ）工作物の建設等（高さ 10ｍ以上または築造面積 500 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

配置、外構等 □敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。 

規模 

□周辺のまちなみから突出しないように努める。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないようにす

る。 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、周辺の景観と調和した形態・意

匠とする。 

 

 

エ）開発行為（開発区域面積 1,000 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

土地利用 

□事業地内の将来的な景観まちづくりのイメージを意識した計画とする。 
□事業地内に、歴史的な遺構や残すべき資源がある場合は、その周辺を公園等の
空地に取り込んだ計画とする。 

□区画割によって不整形な土地が生じる場合には、そのままにするのではなく、
緑地や小広場として活用するなど、地域の良好な景観の形成を図る。 

□大規模開発などで電線類を整備する場合は、目立たない場所に設置するなどの

工夫をする。 

造成等 

□大幅な地形の改変を避け、長大なよう壁や法面などが生じないようにする。 

□よう壁や法面は、圧迫感の軽減を図るため、前面に植栽を施す、または法面を

緑化するなどの工夫をする。 

緑化 

□造成後の事業地は、緑化を行うなどの措置を行い、事業地内外の緑が、周辺の
公園、緑地等や散策路と一体となる緑のネットワークが形成できる計画とする。

□緑化にあたっては、周辺の環境に適した樹種等による緑化を行う。 
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（９）にぎわい景観ゾーン 

鉄道駅を中心に商業施設等が集積し、区民の都市生活を支えています。多くの人々が

集い交流する都市活動の中心的な場所として、にぎわいと活気のある景観が形成されて

います。 

 

①景観まちづくりの方針 

ア）地域の活性化と連携した、にぎわいと品格のある景観の形成 

・建築物や屋外広告物の形態意匠の誘導などにより、にぎわいの中に品格の感じられる

景観を形成します。 

・道路沿いににぎわいが感じられるよう、開口部の配置を工夫するなどにより、建築物

の表情づくりに努めます。近隣の建築物等の配置や形態意匠との連続性に配慮するな

ど、親しみやすいまちなみ景観を形成します。 

・低層部の壁面位置や形態、屋外広告物の配置や規模などは、歩行者の利用や快適性に

配慮し、散策しやすく心地よいまちなみ景観を形成します。 

 

イ）地域性を活かした個性豊かな景観の形成 

・看板建築や寺社などの歴史的な建造物等を保全、活用し、これらに隣接する場合は、

素材や色彩を協調させるなど、魅力的な景観を形成します。 

・周辺のまちなみから過度に突出しないよう、建築物や屋外広告物のデザインを工夫し、

まちなみとしての統一感を創出するとともに、地域の個性となるまちなみの表情を演

出します。 

・練馬駅、石神井公園駅、大泉学園駅、光が丘駅などについては、拠点にふさわしい質

の高いまちなみ景観を形成します。 

 

図 対象区域 
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②届出対象行為（44 頁）別の景観形成基準 

 

ア）建築物の建築等（高さ 15ｍ未満または延べ面積 3,000 ㎡未満）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁は、周辺のまちなみへの圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象となら
ないようにする。 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立
たないよう工夫する。 

外構等 

□敷地内はできる限り緑化を図る。 
□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や
素材とする。 

イ）建築物の建築等【大規模建築物】（高さ 15ｍ以上かつ延べ面積 3,000 ㎡以上）に係る景観形成基

準 

項目 景観形成基準 

配置 

□道路などの公共空間と連続した空地の確保など、公共空間との関係に配慮した
配置とする。 

□壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺のまちなみに配慮した
配置とする。 

□敷地内や周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらを活
かした配置とする。 

□隣接する建築物の壁面の位置等を考慮する。 

高さ・規模 

□周辺の公園、道路、河川などからの見え方に配慮し、圧迫感、威圧感を軽減す
るように努める。 

□低層建築物に隣接する場合は、その隣接地に配慮して上層部をセットバックさ
せるなど圧迫感の軽減を図る。 

形態・意匠 

□形態・意匠は建築物全体のバランスだけでなく周辺建築物等との調和を図る。
特に低層部の形態・意匠は、隣接地との連続性が保たれるよう工夫する。 

□外壁は、圧迫感の軽減を図るとともに、単調な印象にならないようにする。 
□低層部に大きな間口や開放的な意匠を施すなど、周辺のまちなみに配慮しつつ、

賑わいのある空間の創出に努める。 
□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□外壁の素材は、反射光の生じる光沢があるものは極力避ける。 
□屋根・屋上に設備等がある場合は、建築物と一体となるよう意匠や配置を検討
し、次のような工夫により、周囲からの見え方に配慮する。 
・道路から直接見えない位置に配置する 
・ルーバーや緑化による修景などを行う 

□建築物に附帯する構造物や設備等は、建築物と一体的な意匠とするなど、目立

たないよう工夫する。やむを得ず道路に面する場合は、緑化などにより修景す

る。 

公開空地 

外構等 

□隣接する空地との連続性を確保する。 
□前面道路と段差のない空地を確保するなど、歩行者の通行に資する空間の創出
に努める。 

□敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋上や壁面の
緑化を積極的に行う。 

□緑化にあたっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、
植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 

□塀や柵を設置する場合は、できる限り生垣とする。 
□周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の景観に応じた照明を行う。 

□外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみと調和を図った色調や

素材とする。 
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ウ）工作物の建設等（高さ 10ｍ以上または築造面積 500 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

配置、外構等 □敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。 

規模 

□周辺のまちなみから突出しないように努める。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないようにす

る。 

形態・意匠 

□色彩は、別表１（68 頁）に定める基準に適合するとともに、周辺景観との調和
を図る。 

□周辺の公園、道路、河川などから見たときに、周辺の景観と調和した形態・意

匠とする。 

 

 

エ）開発行為（開発区域面積 1,000 ㎡以上）に係る景観形成基準 

項目 景観形成基準 

土地利用 

□事業地内の将来的な景観まちづくりのイメージを意識した計画とする。 
□事業地内に、歴史的な遺構や残すべき資源がある場合は、その周辺を公園等の
空地に取り込んだ計画とする。 

□区画割によって不整形な土地が生じる場合には、そのままにするのではなく、
緑地や小広場として活用するなど、地域の良好な景観の形成を図る。 

□大規模開発などで電線類を整備する場合は、目立たない場所に設置するなどの

工夫をする。 

造成等 

□大幅な地形の改変を避け、長大なよう壁や法面などが生じないようにする。 
□よう壁や法面は、圧迫感の軽減を図るため、前面に植栽を施す、または法面を
緑化するなどの工夫をする。 

緑化 

□造成後の事業地は、緑化を行うなどの措置を行い、事業地内外の緑が、周辺の
公園、緑地等や散策路と一体となる緑のネットワークが形成できる計画とする。

□緑化にあたっては、周辺の環境に適した樹種等による緑化を行う。 

 

 



68 

別表１ 色彩基準 

 

 

 

【色彩基準の適用について】 

注１ 工作物の色彩基準は、建築物の外壁

基本色の基準と同様とする。 

注２ 歴史的建築物等は、①建築物の屋根

にあっては和瓦、銅板によるものの色彩、

②建築物の外壁等および工作物にあって

は着色していない木材、土壁、ガラス、

レンガ等の材料により仕上げられる部分

にこの基準を適用しないことができる。 

注３ 高さ 60ｍ以上または延べ面積３万

㎡以上の建築物、高さ 60ｍ以上または築

造面積３万㎡以上の工作物は、東京都景

観計画（一般地区）の基準を踏襲し、外

壁基本色の明度は４以上とする。 

注４ チャート表の色彩は、参考であり、 

 適用は数値基準による。 

高さ 60ｍ以上または延べ面積

3万㎡以上の建築物等（注３）

の外壁基本色の使用可能範囲 

基準の適用部位・ 面積 色相 明度 彩度

3.0以上8.5未満の場合(注3) 4.0以下

8.5以上の場合 1.5以下

3.0以上8.5未満の場合(注3) 6.0以下

8.5以上の場合 2.0以下

3.0以上8.5未満の場合(注3) 2.0以下(無彩色含む)

8.5以上の場合 1.0以下(無彩色含む)

0YR～5.0Y 6.0以下 4.0以下

その他 6.0以下 2.0以下(無彩色含む)

外壁基本色

屋根色

0R～9.9R

0YR～5.0Y

その他
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４ 届出の手続き 
 

届出対象行為は、以下の図に示す手続きに基づき、区長への届出が必要です。 

 

図 届出フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

景観に関する事前協議 

 

景観法に基づく届出 

問い合わせ、相談等 

事前協議書の提出 

景観形成に関する配慮や 

良好な景観の創出に向けた協議等 

（方針や基準を踏まえた協議誘導） 

変更・修正の

必要なし 
指導・助言 

改善されな

い場合は、勧

告、変更命令

や罰則を適

用(注 2) 
受理通知 

建築確認等 他の法令手続 

行為の着手 

変更・修正の

必要あり 

改善 

行政、専

門家によ

る景観協

議､助言 

・指導 
届出書の提出（30 日以上前（注１）） 

景観形成基準との適合の確認 

事前協議終了通知 

紛争予防条例 

（対象の場合） 

【大規模建築物の場合】

注 1：当該行為が許可、認定、建築確認等を要する場合は、その申請を行う日（複数の許認可等を
要する場合は最も早いもの）の 30 日前まで 

注 2：適用にあたっては、あらかじめ都市計画審議会の意見を聴く 

まちづくり条例 

○大規模建築物の

建築手続き 

○その他、開発等

手続きを要する

行為 

完了報告書の提出 
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５ 屋外広告物の規制誘導 
 

屋外広告物は、良好な景観形成を進める上で重要な要素です。落ち着きのある市街地景

観の形成や、都市のにぎわいの演出、自然景観との調和などを図るため、屋外広告物の表

示や掲出方法等については、景観面からの一定の配慮を求めます。 

 

（１）屋外広告物の表示、掲出に関する基本方針 

区の景観まちづくりの推進にあたり、屋外広告物の表示、掲出を適切に誘導するため、

地域特性を適切に反映したきめ細かな誘導を図り、個性豊かなまちなみを形成するため

の基本的な考え方を定めます。 

 

□屋外広告物は、東京都屋外広告物条例（昭和 24 年８月東京都条例第 100 号。以下「東

京都屋外広告物条例」という。）に基づく許可が必要なものはもとより、自家用および

公共広告物などを含め、規模、位置、色彩等のデザインなどが、地域のみどりや景観特

性を踏まえた良好な景観の形成に寄与するような表示、掲出とします。 

□大規模な公園・緑地等の周辺では、ねりまのみどりや地形など地域の景観をつくる背景、

建築物や並木などの景観構成要素との調和に十分配慮し、屋外広告物を表示、掲出しま

す。 

□歴史的な景観資源の周辺では、歴史的・文化的な面影や雰囲気を残す街並みなどに配慮

して、屋外広告物を表示、掲出します。 

□大規模な建築物や高層の建築物における屋外広告物は、景観に対する影響が広範囲に及

ぶ場合があることなどから、表示の位置や規模等について、十分配慮します。 

□豊かな自然が観光資源となっている地域では、街道沿いやレクリエーションエリア周辺

に、景観を阻害する野立て看板等が点在することのないよう、案内広告の集約化を図る

とともに、色彩等のデザインを自然環境と調和するよう配慮します。 

□地域の活性化は、大規模で過剰な屋外広告物の掲出ではなく、美しく落ち着きのある景

観の形成を始めとする地域の魅力向上が重要であるという視点に立って、地域振興やま

ちづくりを進めていきます。 

□地域特性を踏まえた、統一感のある屋外広告物は、街並みの個性や魅力を高め、観光振

興にも効果があることから、屋外広告物の地域ルール（注）を活用した景観形成を積極

的に進めていきます。 

□主要な幹線道路においては、道路修景や地域のまちづくりの機会などを捉えて、屋外広

告物の表示に関する地域ルールを定めるなど、風格のある沿道の景観形成を進めていき

ます。 

 

 

（注）「地域ルール」とは、東京都屋外広告物条例に基づく特定区域における基準制度の通称で、地域の景

観特性に応じた広告物に関するルールを、同条例の許可基準に反映させることができる制度のことで

ある。 
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（２）地域特性に応じた屋外広告物の誘導 

「歩きたくなるまち 住みつづけたくなるまち ねりま」にふさわしい景観の実現に

向けて、東京都屋外広告物条例の標準的な広告物誘導のみならず、地域の特性に応じて

きめ細かな屋外広告物の表示、掲出を適切に誘導するための基本的な考え方を示します。 

 

①屋外広告物の表示等の誘導の基本的考え方 

地域ごとに屋外広告物に関する方針を定め、建築物等と一体的な景観誘導を図ります。

誘導を図る景観まちづくり地区などを指定する場合には、その地域の特性や建築物等の

基準とあわせて、屋外広告物に関する方針を定めていきます。 

方針に基づいて強制力をもつ基準を設ける場合は、地区計画（※）に基準を設ける、

東京都屋外広告物条例の「地域ルール」に位置づける等の手法を検討していきます。 

 

【屋外広告物の誘導が求められると考えられる地区】 

□景観まちづくり地区（※）（第４章） 

□景観まちづくり地区の候補となり、区が積極的に景観施策を進める拠点地区や幹線沿

道、河川・緑道、公園等の周辺地区 

□その他、地域住民の発意による景観まちづくり地区など 

 

②屋外広告物の表示等に関する配慮方針 

○建築物と調和したデザインとし、周辺のまちなみとの調和に配慮する 

○建築物等に設置する場合は、必要最小限の大きさにとどめ、複数の広告物は集約する 

○広告塔を設置する場合は、建築物の敷地内に納め、建築物と調和したデザインとする 

○屋外広告物の大きさは不必要に大きなものとしないことを基本とする 

○表示する広告物に使用する色数をできるだけ少なくし、原色の利用を極力控える 

○河川や農地など自然の見晴らしのよい場所からの眺めに配慮し、突き出し広告や壁面

広告は周辺のまちなみから突出しないようにする 

○光源が激しく点滅する屋外広告物は極力掲出しないようにする 

 

 

③練馬区景観条例に基づく事前協議 

練馬区景観条例に基づく事前協議において、本章に定める届出対象行為（44 頁）と

なる建築物に設置される屋外広告物についても、景観まちづくりの方針に基づき、景観

形成への配慮を求めます。 

 




